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演習林研究報告 第十四巻第二披

北海道林業労働に閥ナる研究(1)

多季研伐事業に於ける労務稼働及び功程に就いて
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序雷

国民経済全般として見るとき，林業はその~大た土地面積の割合には閤民に嬰働機舎を興

へるとと少なき産業であると言はれる.然しながら林業に包含される各種作業，例へば遺林・

土木・研伐等の現欣は殆んE原始的な人間努力に依存してゐるので、あって， とれらの諸作業が

必要とする努力の総量は， 園民の勢働部門K於ても決して軽闘するととの出来たい分量を占め

てゐる.職時中林業界に於ても勢力の不足が生産陸路の一つでるったととは周知の事貫である

が，載後の今日に於ても勢務と生産の問題は別の意味に於て大き友課題である.

との報告は北海道に於ける林業労働に関する研究のー部を成すもので， 昭和19年1月上

旬より約3ヶ月間，北大天盤第一演習林で行はれた官行研伐事業に於ける持務闘係の貫態を現

地に於て調査したものである. その趣旨は林業持働問題に封し一つの資料を提出せんとするに

るった.即ち研伐事業は通常資材(立木)調査から始まり，浩材・集材・運材を経て土場審立に

格る一連の作業より成るのであるが， とれら各作業に要する努力・作業功程・作業能容を左右

する要素並び、に労務者の稼働欣況等を貰地について桧詮したものでるる.然しながら現地に於

て柏詳細に調査を行ひ得たのは，浩・集・蓮材及び作業所関係の部分のみで， 責材調査及び土

場巻立の部分に就ては書類に撮る他なかった.

また此の調査は努務者。量的(主として稼働扶態)及び、質的(主とし了て功程)方面に闘するも

0であって，研伐事業の貰行方法或は技術等に関しては何等言及してゐ泣い. 然し此の方面に

闘する調査も亦忽諸に付すべからざるととは言ふまでもない所で，林業持働に闘する研究も斯

かる森林利用皐方面の研筑と相侯って}屠完壁たものとなり得るのでるる.

1. 事業地並に事業の概況

，.事業地の概観

イ.地況

研伐施行地は北海道大撃天堕第一潰習林宇土内事業医第 27 林班及び 30 林班([)~部分で，

天盟圏中川村バンケナイ津の上流でるる.

¥ 
天盤川から分岐するパンケナイ川は緩やかな勾配を以て東に通り，約4粁にして二つの小

流にl民れるが，その南側D流れをきし挟んで，相向ひ合ふ帯欣の斜面は，北が第27林班，南が

第 30林班でるる.

東方約4粁に主峰パンケ山(標高 631m)を控へてゐるにも拘ら守，事業地附近は標高低く
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100-300mでるる.

伐木現場は大部分念傾斜地で革うるから， 主主出しには，かなり危険を伴ふが，ボンの揮に指

ふ馬搬路は勾配少く，時として水を撒いて路面の氷結を園らねば左らぬ虚もるる.

気候は極めて寒冷で最低気温 30
0

Cに建ずる.積雪多量で 2mを超えるととがるる.

ロ，林況

宇土内事業障は糖、面積 4，188ha，内森林は 4，107haでるる. 寒帯林に麗し，その蓄積針葉/

樹 250，∞orri~，潤葉樹 235，OOOm3，平均蓄積は ha 営り約 118 m3である.

作業種は揮伐作業，1W年の長輪伐期を採用してゐる. 第 27及び30林班は商積合して約

181 ha，金腫が普通施業地で林相は良い.樹種混滑の割合は，針葉純林 39ha，潤葉純林 97ha，

針潤王子等林 45ha で，材積の割合は針葉樹 38%，澗葉樹 62~-6である.

主要注樹障はトドアツ・ヱグマツ・ナラ・カパ・シナを主とし， ハリギリ・ホホなE之に

戎ぐ.

林君住

27 

30 

メ益、
日 181.54 

第 1表 樹種及び蓄積

主一望埜[種 ; 
針葉樹〆|澗葉樹

グロエゾマツ I ~・品 J
トドマツ I"~~~~/" 

アカエゾマツ iナラ・カパ・シナ
トドマツ | ノ、リギリ

(畷和 161f.8月調整・宇土内事業区森林調査簿より)

へ 施設

24，116 

20，197 

1九222 I 27，090 I叫 312

林業経替が組放でるり，研伐施行地の移動距離が大きいために，恒久的施設はない.

林道 研伐現場即ち第 27及び、30林班から部落に通歩る林道は設けられてゐ主主いが，

多季にたればボンの樺沿ひの低地が雪に埋設するので， 小謹木類の除去或は架橋注l::.'(Dた占うに

若干勢力を加へれば木材の搬出は容易に行へる.

建物 祈伐事業に要する建物即ち作業所・人夫小屋・馬小屋t.l:eは全て潰習林に依っ

て建設された.然し事業地が時々とするので，恒久的大規模のものは作らや，大瞳 3，4年聞の

使用を目詮としてゐる.現在事業地に在るものは，作業所事務所1椋41坪，人夫:小屋1棟 95.5

坪，馬小屋 35坪で，敦れも今年度に新設されたものでるる.

林内構民 材、内の可耕地を関投し，各庭に林内植民地が設定されてゐる.宇土内事業直

に於ける林内植民は耕地 81町歩，戸数17戸でるる.林内植民地の勢力のみでは足りたいから，
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勢力の供給は地元部落から仰いでゐる.

2.研伐草 業の輪廓

イ.事業期間

資材調査 昭和 18年 10月3日より同 9日に至るまで 7日間，第 27林班79ha，第30林

班の一部 29ha，計 108haの直域に於て，伐採強定木 1，700本 5，482m3に就き毎木調査を行

ワた.

建材作業 19年1月7日，恒例により入山式を行った.伐木・治材の作業を貫際に開始

したのは 1月10日でるって 3月17日に終了してゐる.

集材作業 1月11日作業開始 3月30日格了した.

蓮材作業 1月11日作業開始 3月31日終了した.

ロ .研伐量

伐採諌定量・質際伐採量及び素材生産量は次表の通りである.資材調査は立方米で行った

が，製品の材積は石建で測定された.

第2表 伐採隷定量及賓際伐採量

資 材木 .1 未 伐 採 木 l 伐採木

林 班|三官後|針潤別τ千丁EFIT31材(日夜|官寸5E
27 78.93 針¥ 1 ，!~~ I 3，~~~.~~~ o~ ，u.q.... 守 26I 450.558 36 

30 28.89 "'1 勺 I1，~13 諮|

量t I 1，544 I 4，925.686 I 8 
i富 1561 556.422 1 36 

107.82 

3，835.434 
308.715 

]，042，636 
105，864 

合計
4，878.070 
414.579 

エゾマツ生立木 871 12，831.25 3，187 7，805 
x. ，./ '"?'ツ枯須木 9 137.79 19 45 

トドマツ生立木 648 4，472.09 1，850 2，434 

トドマツ枯損ホ 8 74.74 10 24 

針・計 1，536 17，515.85 5，066 10，30日

ナ フ 87 1，078.76 132 349 

~ シ 14 210.96 41 142 

シ ナ 8 66.09 17 30 

司司F カ ノマ 11 ]32.52 15 35 

i周・計 120 1，488.33 205 557 

第3表素材生産量

| 伐 採 量 ! 素材生産量 l 叫 日 山 J

樹 種 1*一一言t-Iナ玩一一一夜一一「示十一憂一「一玩←一一吉豆一| 逗判夢足

本 石本 石 佐L一一

.46 

52 

23 58.8 

a品

z
w
d
 

。υ

q
u
h
U
R
U
S怯
唱

A

τ
i
d
u
n
u
"
4
a
u
 

合 計 1，656 19，004.18 5，271 10，866，84 57.1 
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浩材歩止りが一般に想像してゐるよりも低いことは注目に値する.斯くして得られた製品

の用途別内詩は失の通りである.

用 主8

航 ダ三玄匝二ら 材

遺 知 材

パルプ材

坑 木

長 丸 太

一 般 材

枯損丸太

第 4表 研伐製 品 内 陣 表

ドrlトニッl
1，555.64 

5，087.50 1，663.27 

365.08 415.38 

150.06 256.06 

417.19 38.10 

229.59 61.38 

45.46 24.5~ 

ナラ

(石)

349.13 

セン

(石)

142.69 

シナ

(石)

24.85 

5.20 

マカノマ

(石)

22.63 

13.11 

合 計

(石)

1，603.12 

7，099.90 

780.46 

406.12 

455.29 

451.97 

69.98 

合計 I7，850.52 2，458.71 I一一|四69 I 30.05 35.74 川0，蹴M

エゾマツ材が監倒的に多く，且つ軍用材の生産に重離が沿かれたととを見逃してはならね.

へ作業組融及び主要器具

作業紙撤 事業は演習林助手を事業捨営者と L，直替に依りて行はれ，勢務者は全て直

接雇傭でるる.但し最後の工程たる騨土場の巷立作業は業者請員に依った.

費材調査の方法は 4名を以て 1組となし，濯木・測定・削皮・札打・極印打などを分業的

に行った.

建材は柚夫個々D出来高挽ひで，各人は伐木から，枝梯ひ・王切り等を皐簡で行ふ.従っ

て此の作業に於ては，勢務者個々の能力が最も明瞭にその功程に反映してくる.

集材作業は集材勢務者杢瞳の責任請員でるる.即ち強め集材作業全躍に支出すべき賃銀融

額を蹴定し，努務者は共の範圏内に於て集材を完了すべきことを引受けるのでるる.

演習林と努務者の聞に中開業者が存在するのではなく，勢務者の使役・監督は依然演習林

賞局に依って行はれる.

斯様な制度が採られるわけは，元来集材なるものは，その中に多様の作業を含み，勢働量

の割合からいっても，質際木材を取扱ふ作業より，集材のための道造り，ボサ切りなど，直接

には木材に接鯖しない作業の方が多い賓情である.従って集材夫に劃する賃銀支揚ひは功程梯

ひにより得ないのでbるが，さればと言って日給制にすると勢務監督が徹底し難いため， 功程

。低下は避け得られぬ.斯くて強め賃銀穂額を定め，勢務者はその範圏内で仕事の完了を約す

るといふ方法が採られたのである.

集材作業を携営した組は地元の一部落でるる.上越せる如く作業功程の進捗には努務者。
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自聾的協力を必要とするものであるから， その意味に於て精紳的つながりの強い，部落民のー

圏に請責はしめるととは賢明な策と言ばねばならぬ.

運材は馬夫個々の出来高梯ひによる.山元に於ける積込は各人相互に協力して行ふ. 降零，

時，最初の構は所謂道あげのため，空事の憧往復せねばならぬが， との場合，他の馬夫たちが

その損害を補填する仕組と去ってゐる.

騨土場巻立は業者請員に依るとと前速の通りである.

勢務者は全て林内の飯場に寝泊りする.飯場の経皆は，建物及ぴ薪材を演習林員携とし，

諦員制に依った.馬糧は馬夫の自鱗である.賄料は柚夫1.25闘，集材夫男 1.20国，女1.00国，

馬夫1.35闘でるる.

主要器具 作業能率と使用器具の聞には密接な関係がある.各作業に於ける使用器具は

通常知られてゐる種類のもので特別のものはない.主なものは

遁材 錯，双貰，山双，零捕，物指，墨査，ヤスリ

集材 薦，グマ，パチ，マサカ JJ，鍬，スコップ，ロープ，山刃，ガング

運材 樟，馬道具，駕，スコップ，マサカリ，ガング

-.勢務者

勢務者は悉く地元の農民である.宇土内事業匿には若手，林内植民地が設定されてゐるが，

それ丈では到底所要。努力を充し得ない. 元来との地方は集候寒冷で、，耕地の生産力乏しく，

農業単調経皆では生計を維持し難い.従って農家の大部分は冬期間，林業又は土木事業たεに

従事する.殊に附近森林の大部分在占める演習林との聞には長い間の雇傭関係を通巴特別の連

がりができてゐるので，演習林としては勢務者を得るにあまり苦労をしたい. 又勢務者の質も

概して良好である.

ホ.使用勢力

各作業部門に於て使用した努力関係は弐表の通りでるる.

巻立作業は業者請員に依ったので使用勢力のA確な童文字は判明しない. 天堕伐出組合が昭

和 19年林業勢務者協定賃銀D認可を嘗局に要請するに際し用ゐた皐慣算定基礎表によれば，該

地方に於ける巷立作業の平均功程は 1日28.0石となってゐる.上表中巻立作業の所用延人数は

此の数値を基として算出した推定数である.

勢務者貫教中，確定数の判明したい巻立を除いて浩・集・運材及び作業所開係分の合計は

95名でるるが，その中，各種作業への重複稼働者がるったので(同一人が甲D作業と乙作業へ

出役するとと)事業努務者貫教は男子65名，女子12名，合計77名でるる.
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1人平均稼働摘|益事3竿涯を霊長
住)-(石}

7.0 192.32 

使用努カ量

f字 使用星雲人家

(λ) 

56.5 

.5. 
労働者貴重t

(λ) 
JJU 業

8 宝E調

31.87 37.9 

34.9 

36.3 

35.1 

341.0 

1，465‘6 

254.4 

1，720.0 

9 

42 

(柚夫)

男

築材〈厳血夫)女

音f

材活

7 

49 6.32 

41.4 

男

女

計

39.9 

69.8 

49.3 

745.0 

518.5 

419.0 

937.5 

18 

13 

(.l!fr夫)材漣

11.59 

6 

19 

作業所関係

28.00 388.0 不明立署警

2.59 4，188.0 言t合

上表に基づく 1人平均功程から出材 10，∞0.0石ヨえに各作業聞に於ける努力の使用上七率と，

に劃する所要勢力を算定すると弐表の通Dとなる.

使用努力比率及出材 10，000石嘗所要努力

却材10，000石省所要勢力
一平両功一程一寸 断要経局一一

(お-~人)

第6~

、-.

調 査 56.5 1 192.32 52 
¥ 

. 
員室 材 341.0 8 31.87 314 

集 材 1，720.0 42 6.32 1，582 
蓮 材 745.0 18 14.58 686 

巻 :il. 388.0 9 28.00 357 

作 業 PJr 937.fj 22 11.59 863 

JJU 業f学

3，854 2.59 100 4，188.0 計A .. 
之に依ると祈伐事業に於て最も多くの勢力を使用する作業は集材作業でるるととがやlかる.

故に将来事業0機誠化などを圃るとすれ伐木作業は極めて少数の人夫をと以て事足るのである.

との作業に封じて真先に講究せらるべきでるらう.ば，

係関支牧J、、.

祈伐製品質却代金から採取費を控除したものは林業上所謂主伐牧入に相嘗ず

るが，之は本事業に於ける粗牧入である.

事業牧支
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製品費梯代金 151，3i3.83闘

採 取 費 37，589.68 

差引組牧入 113，724.15 

~~ま採集費内詩は次表の通りでるる.

採取費中，調査・遁材・集材・運材及び巻立のた

めの支出は悉く勢銀支出である.作業所関係支出には

山頭・検尺手・炊婦・雑夫等に支梯はれる勢銀部分と

物品代・通信費・酒肴料・諸雑費等があるが，勢銀が

第7~提

項 目

採取費内撮

|金額

-'-(堕l
調査 219.00

港材 3，970.27
集材 9，449.51

建 材 16，579.68
傘 立 1，630.02
作業所脇係 4，242.90 
建物償却 1，317.3il
華時 代 181.00

0.6 

10.5 

25.1 

442 

4.3 

11.3 

3.5 

0.5 

合計|附9.68 I 100.0 
大部分 (3，386.17国)を占めてゐる.

建物費は作業所・人夫小屋・馬小屋の新設のため

聾銀及び資材代として 3，951.91闘の支出を要したが， 同一建物が近隣の研伐事業に 37年間連

槙使用されるものとして， 1ヶ年には新設費の 1んを償却すれば足りるものとした. 次年度以降

に要する修繕費は少額であるから特に考慮する必要はない.

第務者所得 勢務者所得は賃銀から器具費(購入・修繕・原債償却)，飯場費(馬夫の場合

には馬糧代を含む)を差引いて求むべきであるが， 調査の結果明らかになってゐるのは飯場費

(馬糧代を含ます;)のみである. 従って下表にいふ勢務所得とは持働純益ではなくて共の組牧入

にすぎぬ.

第8表 努務者所得

一一一一吾働看「泰一働!ー← 4ft ースー~(*l~駒
作業別 1賓童相延人数|金~額!一一 一

I (人)I (人) I (歯) I 珊 耳

8 56.5 219.00 

建材 9 341.0 3，970.27 功程梯普通丸太太4100石につき
36園，長丸 5国

集材 49 1，720.0 9，449.68 日給男 4.0-6.5図
女 2.5_3.5国

建材 18 745.0 16，579.68 功2事呈1梯9 針葉1嵐葉樹樹1石1につき1.5-
国， jOO~W 1.76-1.95闘

388.0 1，630.02 100石につき 15闘

作業所 19 937.5 3，386.17 

514.92 食代費・薪・物切代品

2，013.99 " 
1，240.40 " 

所得

(闘)

219.00 

3，455.35 

7，435.69 

15，339.28 

1，630.02 

3，386.17 

合計 1 14，188.0 1叫引 I 3，76ム11 I 3向 1

上表から建材・集材及び運材。持務者1人 1日営りの平均所得をと計算してみると， 造材夫

10.13闘，集材夫 4.32闘，運材夫 20.59闘となる{所得金額を禄働人教にて除したる高).

さて第7去について見るに，採取費のうち最も大友る比率を示すものは運材費である.
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に蓮材費の多いか少いかは事業の収支を最も強く左右するものでるるから，建材費の節減即ち

蓮材設備・運材器具・運材方ままの改善といふととが重要な問題となる. そとで(ホ)の項に於て

述ペたととと併せ考へると，五rr伐事業にあっては集・運材作業に最も改善の努力が掛はれたげ

ればならぬととが判かる一一揖働力の臨で怯集材作業に，経費の駐に於ては蓮材作業に.要す

るに木材の搬出といふことが作業のヤマであるととが，ままにも明白に現はれてゐるのでるる.

II. 各作業に於げる郵務稼働反ぴ功程

1.資材調査

研伐のための立木資材調賓は，前年の秋賞施された. 之がために要した第力は研伐事業金』

躍に比較すれば甚だ少し僅にその 1%強を占めるにすぎない.

作業は調査員を含め 4名を以て 1組となし， ~窪木・測定・削皮・ヰL打・極印釘等を行ふ.

1組 1日の功桂は平均 406m3(立木材積)でるった. 資材調査に要した使用努務者数は，人夫

延 54人，馬夫2.5人，合計 56.5人となってゐる.

2.造・材作業

イ. 稼働及び非穣働股況

伐木・詰材作業は 1月10日に開始し 3月17日格了した.就役した柚夫は 9名である.

とれらのお11夫の中には作業開始後1ヶ月近く遅れて入山した者，作業格了より 1ヶ月近く早〈

下山した者，或は作業中聞に於て相営日数下山した者などがるって，結局全期間 (68日)を通じ

て作業に従事した者は，唯 1名遣うるのみであった.

上越作業期間68日といふ敷字はその内に公認休業日;敷9日を含むから， 之を差引いた59

日は要稼働日敢の最長のものである(之を要働日敷と呼ぶ). また各人の要働日教は各自の入山

期聞に鹿じて決まるものでるる.柚夫が1日も依かさす，(公認休業日は別として)働いたならば，

その貫際の稼働日数(之を寅働日数と呼ぶ)は要働日童文と一致する筈でdうる.

ととるが大部分の者は何等か0事由に基いて忍的に休業するから，質働日;鞍は要働日数よ

り少ない.設に穣働率といふのは，上記賞働日;教と要働日教との比を謂ふのでるる. さで柚夫

の穣働扶況を見ゃう

それは第 9表に依ワて大方明らかでるる. 表で、解かるやうに，全作業期 68日間入山した

者はただ1人で，との他 65日， 63日， 59日の者が各 1人， とれら 4人の者が長期就持者であ

る.下って 41日乃至48日の者が4人るる.賞働日;敢も入山日敢に臨じて多く叉は少〈主主って

ゐる. 平均貰働日裁は 38日であるが，との平均日裁を超える者は矢張・り上記の長期就勢者 4
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人でるる. 柚夫の稼働率は最小 75.7，最大 100.0で平均88.1と反ってゐるから決して少いとは

いへぬ.

稼働率は柚夫の勤i院を物語るー資料ではるる.然しそれは決して柚夫個々の禄働量の多寡，

従ってまた祈伐事業への協力の大小を指示するものではない. 何と友れば穣働率は入山期聞の

長短には闘係なく定められるからである.

例へば第9表に撮れば3番の柚夫は穣働率 100%1:;.るに閲らや共の貫際穣働日教は僅か 18

日である 1替の柚夫は稼働率は 90%でるるが稼働日教は 53.5日を示してゐる如きである・

敦れが本事業の途行に封し多くの貢献を母し?とかは言は歩、して明らかであらう.従って遺材努

力の集約利用といふ艶から言へば，稼働率の向上もとより重要であるが，先づ以て柚夫各個の

長期就勢を国るととが大切である.

1 68 9 59 5.5 

2 59 9 50 5.0 

3 22 4 18 。
4 43 6 37 5.0 

5 65 9 56 7.0 

6 48 6 42 7.5 

7 41 6 35 8.5 

8 63 9 54 6.0 

9 41 5 36 1.5 

第 9表 紬夫稼働獄況

IAwa1t1 永山期間(日)|民 正_fliJJ~ワ三二l …入山間I~~B~I期日!な的l 賃 U 丸一一
| 鍛 i休業日数i1月 j 2月 I 3月 i合計 (%) 

;:;l:;;i:::l::|;:: 
7.0 I 0 I 11.0 I 18.0 10ω 

15.0 I 15.0 I 2.0 I 32.0 I 86.5 

16.0 I 21.5 I 11.5 49.0 I 87.5 

柚夫番競

合計|必o 1 63 1 紡 1 46.0

平均 I 50 I 7 I 43 I 5.1 一I 1一一 1-竺 1~:J~8~ 

11.5 

88.8 

95.8 

15.0 34.5 82.1 

75.7 140 12.5 

15.0 21.5 

pu 
噌

E
Aoa 

凸
U

88.1 

ヨえに非稼働方面の検討であるが，杢期間 (68日)の中には 9日聞の公認休業日が含まれてゐ

る. その内容は節句 1日を除く他は悉く吹零の日であり，柑夫の全員が止む無く作業を休んだ

日でるる.

斯様な理由に基く休業は之をととには非稼働と見倣さない.以下狭義の非稼働即ち共の動

機が全く個人的事情に由来する非稼働(第9去に於ては私的休業と言つである)に就き共の事由

を検するとととする帯.

[設〕一一前週荒天に基〈否是認休業日と量産も相夫は決して之を無震に過してゐるのではない.器具の修理や鋸の

大目立は主と Lて斯る時を利用して行はれるのである.従って雇傭者が言ふ!建の休業日も労務者にして見

れば向護委な作業日になってゐる ζ とを見落しではならぬ.



第 10表 事由則非稼働自重量 (fth夫)

相失事F

~ Ea Jjと|土LιJ~~~J~斗 5 I 6 

公用(日)

家事(日)

雑(日)

上去に若干の説明を加へると

。
1 

0.5 

1.5 

合計

9 

. 32 

5 

46 

く11)

平均

1.0 

3.6 

0.5 

5.1 

公用 防空関係で部落の特定任務を帯び、てゐる者は警報聾令と共K下山したければたら

ぬ.誌にいふ公用とは悉く夫れである. 従って此の意味の9日といふ数字は少くとも

戦時中は不可避のものでるり，且つ-'f-時に於ては不要のものである.

家事 第9表によれば手，[，夫1人の平均入山期聞は 50日でるり，此の間家事に基く非稼働

日教は3.6日でるる.元来熟練を要する柚夫のとととてその年齢は一般に高く， 9名中

の8名までは 30歳以上の者である. 従って彼等は軌れも世帯主として一家t:指揮す

べき立場に在り，加へて彼等の主業は農業である.されば祉交上或は替農準備ため50

日聞に 3-4日くらゐの下山は"之主と止むを得ないものと認めねばならないで、あらう.

雑 之は宇日稼働した日の後宇田が，何に使はれたか不明なるため，非穣働と見倣し

たもので，共白日教は全員で5日に過ぎぬ.キ日稼働の日は各勢務者とも大抵同じ日

である酷から察すると，とれらは後宇日が荒天でるったか， 然らす写んば伐木以外の何

等かの使役に服したものと思はれる.何れにしても全然理由泣き非穣働ではないゃう

である.

以上要するに個人的非稼働日は執れも相官の理由るるものばかりで，皐なる怠惰に因る非

稼働とは認められぬ. 従って愛に生じた柚夫の稼働率 88%は大韓最大限に近いものと見倣す

ベ・きでるらう.

ロ.詣材功程

利l夫:の建材功程を月別に表示すれば次の通りで遣うる.

遁材I}.:程は天候・気象・地勢等の自然保件の外，伐採種・樹種・建材種・作業組織・使用

、器具・作業時間，更には柚夫個々の髄力・技師i等に依って著しく左右される.

天候・気象・地勢等は天興の捺件であり地方的属性でるる. とれらに就ては概況を既に述

べた.

伐採種・樹材種等は祈伐事業計壷と共に決定されるもので，之に就ても前に述ぺた.作業
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組織・使用器具に就ても同様である.作業時聞は， J}J程挽帝1]なるため，大期間力の利〈限りは

働きつづけるのでるるが冬季聞であるから長くとも 10時間以上には及ばない.

とれら諸僚件の枠内で建材功程を左右するものは布II夫個々の能力でるる.之に就ては後に

詳論するとととして，以下全般的功程に就き桧討してみやう.

第 11表 月別造材功程

1 月 2 月 3 月 | 合 計

!一一雨働輔T口 1:&，.J.-l司繭両181一一i繭|詞可証一告官爾直前百
柚夫番披|岨判制担i日殿i澄材石璽tl遊亭柏 |ロ鮫建材石監l澄材石薮¥i般!遜材F時Irg#TiIt ¥A; li吋

i(石) I (日)_1旦_)_I_{至)ベ旦)I 皇)~l~五)~jf)!'''''(至LJ亙)ー(旦し旦L
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

SCU] 1が 31.361 884.5812351 3ι39 1 433.4] 112 1 36叫 1，881州制135.14 

536.431 18 1 29.80 1 472.68113.51 36.01 478.641 ]3.51 35.46 I 1，487.75145.01 33.06 

7 i 25.96 1 1 375.49 111 1 34.14 1 557.20 118.0 1 30.96 

I 2J.45 1 346.72115 23.11 1 75.341 2 1 37.67 1 724.341 32.01 23.20 

53.97121.51 30.42 1 388.01111.51 33.74 1，429.08149.01 29.16 

44.24111.51 29.93 1 258.721 8 1 32.34 1 956.73134.51 27.73 

38531 ]2.5! 19.08 1 452.57126.51 li.08 

25.48 i 21.51 42.58 i 501.34111.51 43.59 1 2.047.28148.01 42.65 

1 1 741.06121.51 34.47 ¥ 5肱招)13 I 42.79 ) 1，297.38134.51 37.61 

合計 13，178.201118-1 26田 14初 7叫0.5; 32.79 13ρ66.27 )吋 37.08)附
〔註〕 澄材総石費支が素材生産石重宝(第3表)と一致しないのは検尺が伐木現場と隠士場との 2筒所

に於て行はれる篤である.素材生産石貫主は扉土場検尺の数字に擦ってゐる.従って夫れは運材

右厳と一致する.

第 11表に擦り月別各相j夫の平均遁材石教を見る. すると例外なくJ})程が月を逐ふて上昇

してゐる. 更に有細に観察すると，とれらの時間的経過に倖ふ功程の上昇率が，特に能力の低

い村氏に於て大Id.るととが判る.今3ヶ月連韻稼働した6名の柚夫に就き 1月に於ける各人

第 12表 造材功程月別上昇表

柚夫繍而-¥-2 Jj ¥3; ¥¥端i君臨
1 

2 

4 

5 

6 

8 

100 

100 

100 

100 

106 

117 

108 

126 

112 

119 

176 

129 

の功程を 100とし爾後の月に於ける上昇

率を検すると戎の通りでるる.

即ち建材能力の最も高い 8番にあっ

ては 3月に於ける上昇率僅か5%に過ぎ

ないが，能力の最も低い 4番にあっては

76%と非常な上昇率を示してゐる.:::l:::l:zl:[: 
綜じて日を経るに従ひ功程の上昇す，

るのは，ホ11夫が肉程的且つ心理的に仕事に慣れ，作業が軌道に乗るために外ならない.特に能

カ向上の官余地に富む未熟練者にその勢ひが大きいのでるる.

以上よりして「諸材作業にるっては，多数の柚夫を短期間使用するよりも，少数の者を長
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期間働かせる方が，功穆を大ならしめる所以であり，特に柚夫が未熟練者なる場合ι於て然り

とする」と言う結論が得られる後.

ヨたに杢期を過やる平均の柚夫1日遁材石敷は 31.82石である. 前述せるやうに遺材功程は

事業地そのものの自然的諸僚件の外，各種の因子に因って支配されるから，唯最字のみを以て

比較するととはE鴻を昧く憾みがるるが， 試みに天堕第一資習林佐久事業医官行研伐事業蹴要

(昭和 10年)によれば，同年同事業匿に於ける 1日1人平均遺材石裁は

針葉樹丸太

潤葉樹柚角

澗葉樹丸事太

11.88 -15.84石

7.92-10.08石

11.88ー15.12石

たりとしてゐる.

之によると昭和 10年と同 18年の聞には遁材功程上甚だしい相違がるるやうに見受けられ，

る.然し賓際には材積算出法の費化 (10年度に於ては中央断面積法， 18年度に於ては末口自乗

法が採られた)のため寛積は等しくとも帳簿材積のみ上昇した臨もあり， また戟時中生産を昂

めるため角取りの如きを非常に粗略にした節もるるので， 必やしも重量字そのものが表現する程

には柚夫の功程は上ってゐfd.い.

然し概括的に言へは，柚夫の功程が逐弐昂まって来てゐるのは，争はれぬ事賞であらう.

苦えに柚夫個々の性能とま量材功程ととり開係に就いて考察して見ゃう.
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〔詮〕 兜森長三氏は，北大雨競演習林の官行研戊功程に就て詳細に調査し，その書「北海道に於Wる林業型軽働

功程に就てjに於て， 昭和7年間林に於けるそ山建材の功裂は 1月9.48石， 2月 12.22石 3月 11.78石

なりと言ひ 3月に於て2月より功程の低下せるは，主として林地の地勢・材種及び径長蹄係に図るも@

であヲて，一般に日を童ねるに従山柚夫は作業に熟練し功程大となる，と渇ぺてゐる.
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凡そ一口に遺材といっても，その中には伐木・枝梯ひ・王切り等各種の作業が含まれる外，

更に鋸の目立なEの重要友ものも随伴する.鋸の目立は全然腫カに関係むく，技何の巧拙で決

まるのでるるが，遁材功程は，との目立の巧拙に依つで決定的に左右されると言はれる.

第 13表に記載した技慌の艶童文は，山頭その他の現場関係者に依って，建観的に評慣された

柚夫の能力採結であるが，その順位は大韓経験年敢の多少と一致してゐるのを見る.即ち柚夫

の技備は，その経験年敢に大腫比例するものと言ひ得るでるらう.

憶力の内，遁材J}J程に最も影響を有つ因子は背筋力である.之は錯・斧等の使用が専ら腕

仕事であるからに他ならない.

さて，建材功程に於て，技怖と樫力の何れが，より大きな作用を致すであらうか.今第13

衰を一瞥すると 8番は技伺に於て最も秀で，、Eつ開格順位に於ても第2位に在り， その功程は

‘首位を占めてゐる.

1呑は僅か60離に評慣される技備しか有たないが， 韓絡は群を抜き， 従ってその功程は

第3位に在る.

2番は韓格極めて貧弱なるも，技伺優秀なるため功程は第4位である.

4番及ぴ7替は樟格・技伺共に低く，従ってその功程も最も低い.

以上要するに韓力・技備は誼行すべきもので，その何れか一方が依けても，直ちに功程の

低下を伴ふとと必定である.

然しながら強ひて言へば，遺材作業に於ては韓力より以上に技伺即ち経験年裁がものを言

ふと思はれる.との聞の事情については，第13表を熟視すれば自ら了解されて〈る筈勺るる.

倫柚夫の精紳的方面，特に勤惰がr}]程に及ぼす影響も見逃し得ない一面でるるが， 既に雇

傭関係が出来高梯ひ制を採り， .自己の勤惰がそのまま牧入に影響する制度下に於ては，通常の

柏夫は己の杢力を壷してゐる筈であるから，との方面への論及は省略する.

ハ. 功程増強のための封策

上述各節の所論に従0.，勢働部面に於けろ詰材能率増進策として次の諸離が要約される.

1. 長期稼働

元来北海道の研伐事業が主として冬期に施行されるのは，集材・蓮材の{更，伐倒木の腐朽

防止，勢務者の農閑期利用などのためである.そしてとれらの僚件に充分合致し得る月は 12，

1，2，3の4ヶ月であらう.

一研伐事業が何時開始され，何時絡了するか，従ってその期聞が幾日たるかは，事業量の

大小，事業主の都合などに依って決定されるのであるが，何れにしても建材作業は，その期間
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の全面に亙9て行はれ，且つ必要最少限の相l夫を長期間就持せしむるのが良い.

多数の柚夫を短期間づっ交替雇傭するよ bも， 少数者を全期間通じて雇傭する方が有利~

ととは，三えの諸賭から明らかにされる.

1) 柚夫1日の功程は日を重ね，月を経、るに従ひ例外なく飛躍的に向上するとと.

2) 宿泊施設が小規模にで足りるとと.

3) 勢務管理に煩現少きとと.

本石斤伐事業に於ては， 10，866石の素材生産に，柚夫9名が延341日動員されてゐる. そし

て穣働日数は，最も長期間就労した者のそれが 59Eでるった.若し柚夫の全員が 59臼宛稼働

したものとすれば(此の場合造材能力も等しいものと偲定ずる)， その人数は 6名を以て間に合

ったのでるる.

常事業末期に於て功程D主主るととに就ては，漸次霊聞が長〈友り，稼働時聞が多く友ると

とも一因として考へられる. との果占。みよりすれば，詰材は出来るだけ春先に行ふととが有利

tr.るゃに思はれるが， とれはEえの功程たる集材・運材を考慮しない場合にのみ考へられる問題

でるる.

2. 稼働率D向上

柚夫の稼働率を向上せしめ，無得徒食の日なからしむるととは事業主・柚夫双方にとりて

望ましいととでるる.然しながら既越せるやうに，祁l夫の掠働率は，先づ就勢期間そのも0を

*' 能ふ限り長期に亙らせ，然る後に稼働日;教を多〈ずるのでなければ大きな効果はたきものと知

るべきである.

3. 技伺の熟建

造材作業に於ける技f雨優劣の差は，僅々 9名の柑l夫にるっても 1日最高功程42.7石に艶 ω

し最低僅かに 17.1石と，質に確然たるものがある.

林業経営上，優良相l夫の確保といふζ とが如何に重要なるかは，今や多言を要しない鹿で

るるが，特に経営者としては，唯今日の業積を上げるために， 既成の柚夫を探し集めるといふ

よりは，むしろ将来のために，多数優良柚夫~地元に養成するやう心掛くべきであらう.

以上3髄を最も効果的に達成する方法として，褒賞制度の如きものも考へられる.即ち一

定期間以上就持し，しかも稼働一定率以上の者に封し，或は 1ヶ月，若しは全期の譜材石敷何

石以上の者に封し，夫々所定。褒糞を奥へるのでるる.持務者。勤労意欲を刺戟する一助には

なるでbらう.
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3.集ー材作業

イ. 按働及ぴ非稼働扶況

集材作業は 1月11日開始 3月初日終了した. 鑑出夫の貫教は 49名であるが， そD中

14名は作業開始時， 馬夫が臨時雇帰されたものでるるから，以下との 14名は別箇に取技ひ，

爾飴の 35名に就てのみ考へるとととする.

集材作業に於ても建材と同様， 金作業期間 (80日)を通じて勤績した勢務者は極めて少〈

(6名に過ぎない)，作業の繁閑に臨巳て逐弐入山L，また下山してゐる.

全作業期聞は 80日間であるが， その中には公認休業日 8.2日を含むから， 之を差引いた

71.8日が，杢期入山者の要穣働日;散でるる.

各労務者の要働日童文は，各自の入山期聞に依って異る. その要働日敷から私的休業日数を

控除したものが，質際の稼働日童文でるる.

鑑出夫の稼働朕態は第14表によって明らかで‘ある.

即ち平均値から言へば， 薮出夫1入賞りの稼働!lk態は作業期間80日に到し入山期間 61.1

日， 此の間公認休業日数6.7日を差引いた盛りの 54.4日が要働日童文でるったが， 私的に 6.7日

休んだ結果，質働日教は47.7日とたり， 87.69%の稼働率主示したわけで・ある.

以上は鑑出夫 35名に就いて求めた数字である. 然し此の中には入山期間僅か4日以下の

者が3名合まれ，それが杢瞳D平均値に反映して員貰を遠ざかる結果を興へてゐる. そとでと

の3名とその他e:>32名につき別々の敷字を求めるときたの如くたる.

三竺リ一一l三!rrぅ2竺止問:nI竺(t坦??J?-lzfz
32三L11lー;;1-l立-I11U1
3名目JLL;l;;JJUju86泌

竺!?;lrlF128124lrlm69
3名を除いた結果，穣働率には殆んど費化を生じ主主いが，.Lf均1入営りの稼働j伏態は入山

期間・要働日敷・震働日数共に格段の上昇を来してゐる.

弐に稼働方面の検討である.

全集材朋崎中に 8.2日D公認休業日を含む. との公認休業日の内諾は紀元節・彼序・節句
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各 1自の外，執れも荒天の目である.

誼材作業は作業期間 68日の内に 9日の公認休業日を有してゐる.とれに比べると，集材は

12日間長〈作業してをるに閥らや，公認休業日教は反って少い.とれは相l夫に封じ公認、休業日

とLた吹零の日にあっても，鉱出夫は伐倒木の埋設を防ぐため作業せねばお:Etぬとと，簸出夫

には鋸の目立の如き重要な屋内作業がないため，休業は極力之を避けゃうとするとと，賃銀が

自給別であるから.:!jJ程梯制と異って，休んだ日の損失をその後の努力・勤勉によって取り返

し得泣いとと，などのためと思はれる.

集材夫の中には公認、休業日に一一即ち一般は休業してゐるのに一一就持した者が3名ある.

その内の 1名は稼働日数一杯働いてゐるので，穣働率は 100%を超ずに至った. 即ち第 14表

に於ける 4番はそれで、ある.

私的非稼働日教の内諜をと前速の 32名に就て検すると弐の通りである.

1115Jiプ(日)十i-yl-不(日)I!!l I ~(B/t 
二titlて::1211;:Iで:

公用とは防空業務であり，病集の掲の休務と共に，止むを得たいものをする. 家事の内容

は多岐であるが，調査に現れた鹿では家内雑用・臆召者見送りなどが重要なものとなってゐる.

集材夫は柚夫と異札比校的若年齢居が多く就捺してゐるので，家事・休務も，世帯主に於け

るが如き絶封不可避θものは少いものと思はれる. 従って此の部面に於ては若手非稼働日童文書三

減少せしめる官余地がるらう.

ロ.分業別努力配分

集材作業は，その内に甚だ多様の各種労働部商を含み， とれら各分業が必要とする勢働量

の割合は，常に一定のものではなく，地形・天候・集材方法なぎに依り，大いに異るものであ

る.本調査に於ける集材作業の分業別稼働駅況を，月別に表示すれば第17去の知くでるる.

遺作り及び、木直しに最も多くの努働が費されてゐるのであって延 1，236.6人となってゐる.

とれば杢延敷 1，720.0人に封しワ2%弱にあたる.

表中，官雑1月分の所用勢力 49.6人は本章冒頭に於て譲め除外した 14名の稼働量である.
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第 17表 分業別鍍出夫稼働量

1 月 2 月 3 月|

(人人人

49.6 I 10.0 ・

分業種 考

雑

精

道

遺

直

修

修

馬

具

隊

医

師

官

ノ

架

犬

小

木

路

匡

胸

水

道

玉

玉

ラッセル

土場 整理

合計

31.3 

合計.I 
(人

59.6 

31.3 

157.4 

429.1 

650.1 

71.5 

協 o 雌道修理

25.0 搬水用

50.5 

14.5 

18.0 

9.0 I 
26.0 I 111 

1， 削 l

官旨

事務所用雑役
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157.5 
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5.0 

24.5 

29.5 
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15.0 

19.。
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へ女子の勢務航態

従来森林努働に於ける女子第務者の就勢領域は，建林関係(苗闘・新植・撫育等)を主とし

自家製炭に一部出役する程度で， 林業中最も過敢にして且つ熟練を要ナる研伐事業の如きは，

遁常その就努範国外でるった.

然し漸次深刻化ずる勢力の不足は，遂に斯かる奮来の観念を打破し，祈伐事業にも亦女子

勢務者。出現を飴儀なくせしめるに至った.

研伐事業の主要なる作業部面は詰材・集材及び運材の三つである. とれらの内特別の樟カ

と技備を要する造材及び運材作業などは，今日なほ女子勢務者では代替困難たるもりと言ひ得

ゃう.

集材作業が更に多くの分業を包含するととは，前節第17表の分類を見ると判るが，とれら

の諸分業は大韓，搬出路の造成及びその修理と，木材の搬出即ち鑑出しとのこつに別げ得るで

あらう.

簸出しは地形・器具の如何により甚だ大なる危険を伴ふ.従って之は女子第務者には無理

でるる.されば研伐事業に於ける女子労務者。働く分野は，集材作業。うち，搬出路の浩成及

びその修理告と以て主要なるものとする. 無論，屋内作業を主とする作業所若くは飯場等θ仕事

も女の就勢分野である.

さて，本研伐事業に於げる集材作業就勢者35名中には， 5名の女子勢務者全含む.とれら
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女子努務者の綜働及び非穣{動JfJ(態は，男子に北し特異な黙を有するであらうか.第 15表中 32

名分の数字を用ひ，第14表によって之を男子 (27名)と女子 (5名Itz:分別封比せしめると次の

通りでおる.

日名)l:zl:;?lI寸;;;8l引3:;:lU42:i1A;;;188.78 
女(均)l::l::l:;!::!:::l::;lE:;;lt;lm
女子は男子に比し若子入山期聞が長い.公認休業日教の多いのもとれがためで，特別に女

子。ための休業日を認めてゐるわけではなかワ?と.入山期聞に比例して要働日教も多いのでる

るが， 訟にぷん私的休業日数が頴著に多いた占うに， 女予の稼働率は男子の夫れに比し約 6.5%

低く，稼働日教の絶封敢さへ低位にるる.

今，男子・女子別に私的休業の事由を見るときたの如くでるる，

性 .lJU 

男 (27名)jtzl 
e 女 (5名) \~旦 i

第 19表 性別非稼働事自の劃比

公(El)~三(之上九己三(!1とi三(日と
:|で;lT:|-t:lT;

:: 1 1 1 

54.6 

10.9 

即ち女子勢務者に於ける非穣働は悉く家事~事由とし 1 人醤りの日教は男子のそれの 3

4喜に近い.女子が男子に比し家事上多くの雑務を員嬉してを!J，且つ叉生理上より見ても，男

子以上の休養を必要とするものたるととは議論の録地がない. 従って稼働率の低いととは，女

子勢務者にとっては，或る程度止むを得たいととと言ふべきであらう.

ヨえに各分業別，男女勢務者の就勢;伏鵠であるが，之は前述せる如〈女子の就勢分野が専ら

道付け・道修理なぎに限られてゐるとと，ヨた表ICょっτ一目瞭然である.
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第20褒 男女別分業別稼働獣現

月 2 月 3 月|計

分業別 | 男ω女(人)) 男(人)) 女(人)) 男(人)1 女(人)1 一男(人)I 女(刈
一一一一一

官 t絡 47.6 2.0 10.0 57.6 2.0 

書草 橋 31.3 31.3 

犬 道 77.3 33.3 18.0 11.5 10.5 6.8 105.8 51.6 

，1、 道 65.5 20.5 102.2 73.2 85.6 82目1 253.3 175.8 

木 度 157.5 280.9 21I.7 650.1 

路 修 15.8 20.0 4.0 25.7 6.0 61.5 10.0 

a馬 修 21.5 57.0 69.5 148.0 

*- i罵 5.0 15.0 5.0 25.0 

道 具 24.5 19.0 7.0 50.5 

玉 路 28.5 15.0 1.0 29.5 15.0 

玉 』馬 17.0 1.0 18.0 

ラッセル 8.0 1.0 9.0 

土場整理 26.0 26.0 

合計 I4必 o I 55.8 I叩|附|仰 94.9 I胸 6 I 254.3 

-.努務封策

集材作業に於ける所要労務者の教は，建材或は運材との相お調係K依って決せられるもの

でるるから，一概に何の位が良いと言ふとは出来ぬ.鑑出夫の教を増して，集材功程を昂める

としても，それは唯建材せられた木材の範圏内に於て可能でるるに過ぎぬし反霊まに簸出夫が

少なければ集材が間に合はす;，一零降れば伐倒木は零に埋もれ，馬夫は忽ち仕事を失ふといふ

ととになる.

集材作業は，多くの場合共同動作を必要とする.道付け・道修理などは勿論のとと，大僅

木の鑑出しなど，到底皐濁では矯し得ない仕事が多い. また集材作業に於ては，勢務者個々の

能率が具樟的に現れて来ない.何となれば，集材は極めて多岐なる分業を含み，しかも勢務者

は，それらの内の或る分業に，固定的に従事するものではないからである.

右の事情から集材夫に封しでは，Jj;程錦ひ制を慶して日給制が採られてゐる. 日給制下の

作業にるつては勢務者相互の協同精神が功程を増加する鍵でるる.

努力の集約的利用といふ見地に立てば， 勢務者個々の入山期閣を可及的長期ならしめ，且

つその稼働率を最大ならしめねばならぬ. とれは建材であらうと，集材でるらうと，はたまた

運材であらうと同ヒととでるる.集材作業の全期間 80日の内最大稼働日教は71.2日であった

仮に集材勢務者が全員此の稼働日童文だけ勢{動したとする左らば， 集材夫の貫教は 25名，即ち

貫際雇傭した勢務者の守主要立を以て足りる勘定でるる.
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号えに，集材作業の一部氏女子勢務者の雇傭が行はれてゐるが， とれが職時の男子努力梯底

に基〈一時的現象でるるか，或はまた恒久的勢働分野の開拓で星うるかは，今直ちに断定するこ

とはできぬ.若し後者たりとすれば，林業経皆者としては，女子特有の稼働率低下を合理的に

防ぐため，本格的封策を考慮しなくてはなるまい. また男子に伍して山中に入り飯場生活を法

るのであるから，風紀上の監督といふ新たな責務も生やるのである.(本事業の場合は父兄若く

は夫と共に入山してゐたから，と臣〉票占に闘する問題はなかった.)

4.運材作業

イ. 稼働及び非穣働欣況

運材は 1月22日に開始し， 3月31日を以て格了し?と.馬夫の貫教は 17名であった.

会作業期間 70日の内に公認休業日 13日を含み，最大稼働日教は 57日とたる. 之に封し

馬夫個々の稼働欣況は次表の如くである.

第21表 馬夫稼働獄況

入山 期 間働 日質(日)働貨
穣働率

"夫香務

休業日数要働日厳禁業日般 1月 ¥ 2月 I 3月 i合計 (%) 

I 69 13 56 。 9 21 26 56 100.00 

2 69 13 56 5 9 19 23 51 91.71 

3 69 13 56 1 9 21 25 55 98.21 

4 41 4 37 3 7 7 20 34 91.80 

5 69 13 56 s 9 21 23 53 94.64 

6 69 13 56 1 9 21 25 55 98.21 

7 69 13 56 5 9 21 21 51 91.71 

8 69 13 56 9 8 17 22 47 83.93 

9 70 13 57 5 10 21 21 52 91.23 

10 70 13 57 s 10 21 18 49 85.96 

11 70 13 57 2 10 21 24 55 96.49 

12 70 13 57 4 10 21 22 53 92.98 

13 70 13 57 7 9 21 20 50 87.72 

14 70 13 57 5 6 21 25 52 91.23 

15 37 1 36 5 5 9 17 31 86.11 

16 28 4 24 7 。 。 17 17 70.83 

17 27 4 23 5 。 。 18 18 7826 

182 854 75 129 283 鉛 7 I779 I 

10.8 50.2 4.4 7.5 16.6 21.7 I 制 I 91.21 

運材作業に於ける馬夫の入山期聞は平均して長い.即ち上表によれば，金作業期間 70a tt: 



〈却〉

要望し， 6名までは 70日間，即ち期間一杯，残りの内 7名は 69日間入山してゐる. 斯〈の如〈

入山期聞は長いのに閲らす.，公認休業日;教が他作業に比し大1x.るため， 要働日教は相劃的には

最も少い. 然しとの要働日童文 50.2日に封し 馬夫の弘的休業日敷は反封に著しく少<， 平均

4.4日を数へるに過ぎないため，買働日教の平均は 45.8 日，穣樹至容は 91.21~ちと，遺材・集材・

蓮材3作業中の最高位を示してゐる.

公認休業日 13自の内語を見ると，節句・彼岸各 1日，荒天4日の外2月上旬に謹績7目。

休業が行はれてゐる.との 7日聞は最初の 2日を除いては概ね好天気であった. 即ち休業θ原

因は天候のためでなく，主と Lて木材の集積を待つためであった.

馬夫D私的休業の事由は調査しなかったが， その日教が，村l夫若くは簸出夫に比し少いC

は運材の復路を利用して用を排歩るととが出来るから，特に家事のために休む必要が友いから

であらう.

ロ.運材功程

運材功程を支配するものとしては， 天候・運搬距離・搬出路の欣態，運搬用具なEの外，

運材夫の性能，動力(馬搬の場合には馬の牽引力)なEが考へられる.本;祈伐事業に於ける運材

は，山土場より宗谷組審王子酵に至る平坦路を約10km，運材用具は積零を利用する馬儀で， 1日

1往復行程でるる.但し 2往復した日が全期間中に 1度あった.

以下功程の全般的推移に就き，第22表の童文字を基として，若干の考察を試みる. 期間中

僅か 1同ではあるが 1日2同運材した日 (2月21日)がるるので， 平均 1日の運材功程と，

1問。功程には若干の相違がある.

第22表 運材功程

匝 分 1 月 2 月 3 JJ 合 計

搬 出 量(石) 955.80 4，274.17 5，636.87 10，866.84 

.稼働 8 1t(日) 129 283 367 779 

1人 1日平均(石) 7.41 15.14 15.36 13.95 

搬出回重量(向) 129 295 367 791 

1人 1周平均(石) 7.41 14.49 15.26 13.74 

〔註) 2 月 21 日 12 言語の縫が 2 同往復したた~， 2月白稼働日監は純計283日なるも搬出問

Itは 295同となれり.

即ち千均 1同の搬出量は 13.74石でるる.更に之を月別に見ると 1月の 7.41石を最低とし

て，爾後 14.49石， 15.36石と月を逐ふて功程は増大してゐる.之は遁材。場合も同様でるるが

造材ο場合には功程上昇。主因を柚夫の技情熱建に求めた. 運材にあっては，馬夫の技怖が功
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程に左程大なる影響を及ぼすものとは認め難いので，上越の如き功程上昇の主因は鏡J馬・搬出

路・天候なEにあるものと考へるべきで、あらう.

荒天のため作業を中絶した直後の搬出量は著しい減少を示す. とれは折角踏み固められた

樟遣が，吹雲のために埋設し，その零が再び揺の運行を滑らかにするまでには，何同か往復し

怠ければならぬからである.

特に吹雲後，第1日目。先頭車は， ラッセルとなって後積率の路を開かねばならぬので積

載量は減ぜられる.

今荒天に因る休業の前後に於ける搬出量の相謹と，荒天に因らざる休業の前後I't:於ける相

港とを比較して表示すると失の通りでるる.之によると荒天の後に於ては，普通の搬出量まで

快復するには，なほ数日をと要するととが判かる.

第 23表 休業前後Iζ於Iずる搬出最の麹化比較

1日品世王fij臼仁iぽj啓一一1日誌歴
2;l:::(3;[:;:13;|:::;|3;|:9:; 

2.15 4.65 
16 9.14 
17 11.83 

3月8日よ1)10日迄
荒天につき休業

3.11 7.35 
12 9.55 
13 12.62 

3日節句のため休業

3. 4 17.90 
5 17.69 
6 17.49 

ハ. 担馬の性能より見たる運材功程

21日彼岸のたb休業

3.22 16.40 
23 17.34 
24 14.85 

一般保件は同じでも，馬夫1日の搬出量には相濯がるる. かかる個人的相濯の主因をなす

ものは，援馬の性能特にその牽引力であらう.以下J馬夫及びJ兎馬の諸性能と搬出量とを封比し，

その聞の閥係を検討するととにする.

馬夫の能力が搬出量を左右するととは敢えて大なるものと認め難い.第.24表を見ても，馬

夫D経験年鞍或は馬使ひ技備と，搬出量との聞には，何等特別の関係が見出されぬθである.

反之，抗馬の性能が搬出量に及ぼナ影響は非常に大きく，就中その牽引力は決定的のものであ

る.表中挽馬の性能評慣に基く優良可の 3直分は，作業開始前，各馬の牽引力を主要素とし概

観的に評憤したものであるが，搬出功程は大瞳とD評慣に一致する数字を示してゐる.

概して牡馬が牝馬より.:lt上齢馬が老若J馬より搬出量が多いのも， 要するに前者がより大な

る牽引力を布するためである.
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林業馬としてD経験年童文は何等功程に影響がない.

第24表 馬夫及娩馬性能と功程

普iL! 挽盛厘 1同…岡I 3月

功程
順位

1 26 上 牝 10 6 艮. 7.35 13.85 12.92 12曲| 14 

2 2 並 牝 4 1 可 4.80 12.59 12.33 11.12 17 

8 20 _1: 牡 5 2 瓦 7.34 ]4.37 12.38 12.35 15 

4 5 並 年士 11 3 pJ 843 ]4.68 16.52 '14.49 8 

5 20 上 牝 4 1 可 6.13 13.45 13.30 12.17 16 

6 15 上 牝 4 1 真 6.12 13.86 14.75 13.01 10 

7 5 -1: 年と 6 3 可 7.79 15.24 16.81 14.60 7 

8 10 放 ヰヒ 8 1 可 8.06 10.21 16.11 12.61 12 

9 15 上 ヰ1:;， 7 4 I芝 7.59 9.64 17.22 14.99 5 

10 10 上 年上 10 6 優 9.96 19.55 19.75 17.66 2 

11 20 並 年b 16 12 iiJ 6.97 15.83 14.84 13.79 9 

12 20 並 牝 6 3 可 8.19 16.10 16.10 14.62 6 

13 20 上 ヰヒ 8 4 瓦 9.17 17.36 17.45 ]5.92 4 

14 15 上 牝 ]6 12 可 6.26 13.09 14.20 12.84 11 

15 5 並 牝 5 2 瓦 5.63 12.28 14.70 12.54 13 

16 5 宜k 牝 4 1 瓦 16.75 16.75 3 

17 5 並 牡 B 1 優 18.23 18.23 1 
t 

.=..勢務者封策

本道の冬期祈伐事業に於て最も普通に用ゐられる運材方法は，烏構運搬である. との馬搬

に於て能率を支配する因子が撹馬に在るととは前節に於て越ぺた通Dである.現在の組織では

犠と馬は経営者が準備するものではなく，勢務者自身で携行するもDでるる.従ってその改善

も直接には持務者たる民夫が属すべきものでるるけれEも， 粧営者といへEも之K無関心であ

るべきではない.優良な構と馬を使用するととが;J)程増加の第1保件であるが，之にさえで必要

なととは馬糧である馬糧の確保とそ今日に於ては運材遊行の鍵である.

元来運材作業は集材のヨたに~るものでるるから， その作業量は集材の功程によって左右さ

れる.本事業に於ても 2月中旬 1週間運材が中絶してゐるが，とれは集材功程から見て馬夫

が多すぎたためである. 反封に馬夫の裁が少なければ，仕事の中絶する必それは友いが，運材

期聞が長引き，特に春季に於ては融雪のため，馬)設が不可能になるととも起b得る. 要するに

J馬夫の所要童文は事業量 1日の功程，事業期J悶等に臨じて適営に定めらるべきものでるる.

運材の功程を昂める封策としては結局，運材器具の改善と説馬の改良がその主たるもので

るる.但し持搬に依らない運材方法を講す寄る場合は問題は自ら別でるる.
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5.巷立作業

醇土場に於ける巻立作業は業者に請員はしめたので，努務関係の明細はやlってゐない.天

堕伐出組合の協定賃銀算定の基礎となった数字に基貯ぼ， 同地方に於ける巻立第務者の 1日平

均功程は 28石となってゐる.

之をその偉利用すれば，出材々積 10，866石を巻立てるに要する勢務者の延人数は388人で

るる.大韓とれに近い人童文を要したものと見て間違ひあるまい.

S.作 業 所 関 係

以上で祈伐事業の各作業部門に於ける努務者闘係は大程遠ベ蓋したが， との外山頭・検尺

手・事務員・炊婦・薪割り・蓮搬夫なE作業所に直接使用される勢務者の敷も少くない.即ち

第25. 作業所関係郵務者扱
その敷はさえ表の如〈である.

薪切り・物品、運搬などの臨時勢働は民夫・接出
性別|賓人員(延入毅 I~鎚

(人) I (人) I (日) 夫等を樽用する.然しとれらに要した延人童文は左程

13 39.9 男

女 6 419.0 69.8 
大きなものではゑい.

19 49.3 
作業所使用の持務者を更に専属努務者と韓用勢

務者に分けて見るとき欠表の如くである.

専属勢務者8名の中 1名は山頭，他は検尺手及び事務員である.

作業所関係勢務者の入山期聞は明瞭でな

い. また屋内作業が多いため天候に支配される

とと少し雑用が少くないので，綜巴て穣働・

非稼働の限界が判然としてゐない.

作業所の仕事の性質よりして，闘係者は祈

伐事業開始に先立ちて入山し，事業絡了後一切

θ始末をした後で下山するのでるるから，専属

et事務者の入山期間も賞然柚夫・馬夫在どのそれ

鹿 JJU 円lrlt哲Z
哀 属 lZl:l:::(:;; 
酬(;ょzl:11::(::

計 lilti::;:i:; 
より長期に亙ってゐる.その結果，専属持務者1人平均の穣働日敷は非常に大きなものとなり，

特に女子に於ては83.2日といふ数字を示す 山始め式が1月7日に行はれてから 3月31日

事業総了に至るまでこの間 85日でるるから，女子は大瞳事業期聞を遇巴て，休み無しに働いた

わけである.
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結 雷

以上研伐事業に於ける勢務関係を概略述べたつもりである.理解の混貫Lを防ぐため，各作

業を一々切りはなして取扱ったので，事業全般から見れほ，所論必歩しも充分とは言ひ難いか

も知れぬ. 例へば稼働率の低い勢務者を数多く雇傭するよりも，少数の者を用ゐて穣働率を高

める方が有利であるといふととに就ては，各作業とも異論はないのでるるが， 元来研伐事業~

るものは各作業が前後関係にー蓮をなすと共に， とれら各作業は叉時間的に同時に行はれるも

のである.従って時には前後開係に封躍するため，一時多量の勢力を必要とずるととも嘗然強

想されるのである. 斯る場合のためには，常々あまり少数の勢差著者に碩ってゐたのでは支障を

来たすとととならう.

また勢務者の稼働扶態にしても，例へば馬夫の場合， 運材作業に従事した場合には運材の

側から稼働扶態を観察し，向巴人聞が集材にも従事してゐる場合は，之を集材の側から別箇に

考察Lたが， かかる場合個人を車位としてー蓮的に稼働紙態を取扱ふととも考へなければなら

ね(之を異置稼働と名付ける).，尤も斯様な質例は，本研伐事業にあっては，作業相互間の一時

的時用として，極〈少数の者に見受けられた現象tc過ぎないから，作業間の枠を外して金程的

に見直しても，勢務者の稼働状態にはさう大きな費化は起らない.

持務者の異種諒働が行はれたのは，作業所・集材及び運材v3部門聞であるが，その内課

は次の如きものである.但し作業所開係から集

材叉は蓮材に出役した者はなかった.

女子勢務者が研伐事業に従事してゐるが，

との欣態が今後恒久的のものになるかEうかは

疑はしい.資金・資材・食糧などが血路と~っ

て勢務者の獲得難は，今後も暫三績くかも知れ

ぬ.然しi格載に伴ふ躍召者の復員，外地引揚者

の蹄還などに依り努力の絶封量は逐弐増加して

ゐるのであるから，、研伐事業に於ける女子努務
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者の新職場も，再び男子によって代替されるのではなからうか. 唯職争中に演じた女子の役割

が，今後林業態備軍としての女子持務者の重要性を，一般に認識せしめた賠に於て，相営の意

義を有するものと思はれる.

最後に此の調査は研伐事業の技術的現献を土蓋として行つおもので・あるから，作業方法と
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か，機械器具t;;.e'に関しては，何等言説してゐない.然しとの事は現在の方法なり，技術なり

が充分のものでるるといふ意味では決してたい.

調1尽によれば研伐鱗経費 37，589国の内， 35，234闘は勢銀支出なのであうて，事業経費者と

しては機械・器具などに封する支出は何等行ってゐないのである. 日本I'Z:於ける祈伐事業の現

献はるまりにも人間努力に依存しすぎてゐるのであって，生産の増加，経費の節減，勢力の経

済的利用等，あらゆる意味に於て作業を機械化するととの必要が痛感される.


